
◆ビジター紹介 

  鹿 屋 R C 会 長  右田顕一さん 

かのや東 RC会長 宮田正広さん 
 

◆会務報告 

1． 都城北ロータリークラブ 創立 60周年記念式

典・祝賀会のご案内（登録のお願い） 

   日時：令和 8 年 9 月 12 日(土)16：00～ 

   会場：都城ロイヤルホテル 2 階 

2． 7 月例会変更のお知らせ（鹿屋 RC） 

22 日(水) クラブ協議会 18：30～ 

29 日(水) 特別休会 

 
 

     会長 久木田 弘さん 

皆さん、こんにちは。 

昨日のチュニジア戦サッカ

ー４:０日本のレベル高いです

ね。このまま勝ち進んで頂点に

立ってほしいと思います。 

さて、私の「会長の時間」も、

いよいよ残すところ今日を含めてあと 2 回となり

ました。本日は、6 月 13 日から 16 日まで渡航いた

しました台湾での国際大会、そして龍潭ロータリー

クラブとの交流について本日と来週に分けてご報

告申し上げたいと思います。 

その前に、私の会長年度初めから東部グループ鹿

屋地区 3 クラブの会長で定期的に交流を重ね、親睦

を深める会を作っていました。その関係で 3 クラブ

の会長で「お互いのクラブ例会をまだ体験していな

いので、年度の締めくくりとして訪問しよう」とい

う話になり、本日お越し頂きました。 

本日は、鹿屋ロータリークラブの右田会長、そし

てかのや東ロータリークラブの宮田会長にお越し

いただいております。せっかくの機会ですので、私

の会長の時間内で、お二人からご挨拶をいただきた

いと思います。 

それではまず、鹿屋ロータリークラブの右田会長、

よろしくお願いいたします。 

（ご挨拶後）ありがとうございました。 

続きまして、かのや東ロータリークラブの宮田会長、

よろしくお願いいたします。 

（ご挨拶後）ありがとうございました。 
 

それでは残りの時間で、台湾訪問についてご報告

させていただきます。 

今回の台湾訪問にあたりましては、当初、旅行会

社から提示された費用が非常に高額であったため、

参加希望者も少数でした。しかし、王谷さんのご尽

力により龍潭ロータリークラブの皆様により、「25

名以上の参加」という条件のもと、非常に利用しや

すい費用で手配していただき、最終的に 28 名で参

加することができました。 

一方で、台湾とのやり取りによる情報伝達の難し

さや、出発時に添乗員が同行しないなどの状況もあ

り、出国・入国手続きなどでは苦労する場面もござ

いました。そのような中、国際交流委員長の梅北委

員長、そして王谷さんには大変なご尽力をいただき

ました。この場をお借りして、改めて感謝申し上げ

ます。 

台湾到着後は、龍潭ロータリークラブの皆様が空

港での出迎えから滞在中の移動、食事、交流会に至

るまで、ほぼ全てのお世話をしてくださいました。
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また、通訳の方も常に同行してくださったため、私

たちは何の不安もなく、安心して移動することがで

きました。 

さらに、旅の記録として坂口さんがこまめに写真

撮影をしてくださり、1,000 枚を超える写真を

LINE アルバムに投稿してくださいました。 

そのおかげで、参加された皆様も楽しかった思い出

をいつでも振り返ることができ、大変ありがたく思

っております。 

今回の訪問を通じて、改めて龍潭ロータリークラ

ブとの 30 年にわたる友情の深さを実感するととも

に、言葉や国境を越えたロータリーの素晴らしさを

肌で感じることができました。 

今回参加された 28 名全員にとって、忘れることの

できない貴重な経験になったことと思います。 

次回、台湾報告パートⅡは国際大会、龍潭三和国

小学校図書館視察、龍潭ロータリーとの交流会など

の様子を写真を交えて報告致したいと思います。 

 

鹿屋ロータリークラブ  

会長 右田顕一さん 

皆さんこんにちは。 ロー

タリーと仕事を楽しんでい

ますか？ これは私が毎回例

会前に問いかける言葉で、必

ず「はい」の返事なんですが、田中パストガバナー

は、すごく大きな声で「ハイ」と言ってくれます。 

とても気持ちがいいです。 

私は鹿屋ロータリークラブ 68 代会長を仰せつか

りました右田でございます。  

ロータリーの会長も、あと 8 日間となりましたが、

今年度は鹿屋の 3 ロータリークラブの会長が、僕は

右田、西が久木田、東が宮田と、田んぼの田が付き

ますので、三つの田で三田会という会を作り、飲ん

方ばっかりしております。  

とても仲良くさせていただきました。 

この三人の出会いは PETS の時からですが、僕

は一番年下だったので、PETS の際お声かけして、

延岡まで片道 3 時間行くことになりました。 

今日はご出席でないですが、風呂井パストガバナー

の同乗者が行けなくなり一人になったというお話

を聞き、風呂井パストガバナーにもお声かけして、

四人で PETS に行かせていただいたんですが、行

きの 3 時間、帰りの 3 時間、風呂井パストガバナー

の〝ロータリーとは〟という講話がずっとありま

して、PETS は会長エレクト研修会と言いますが、

二日間にかけて会長になるための研修をするので

すが、行き帰り 3 時間・3 時間、風呂井パストガバ

ナーの講話を聞きまして、今年度、今までの会長の

誰よりも会長になるべく講話を聞きまして、素晴ら

しい一年になりました。本当に風呂井パストガバナ

ーには感謝しております。 

思い出すのは IM、合同例会・観桜会です。  

観桜会につましては、鹿屋西 RC 親睦委員長の假屋

さんを始め、親睦委員会皆様方に本当にお世話にな

りました。最後に僕の誕生会までしていただき本当

にありがとうございました。それから地区のゴルフ

コンペも、地区大会での宮崎のゴルフコンペも、全

部ゴルフの段取りは久永君、本当にありがとうござ

います。他にもお礼を言いたい方々が沢山いらっし

ゃいます。久木田会長、西ノ原幹事、会員の皆様方

には本当に一年間お世話になりました。ありがとう

ございます。 

今までロータリー以外でもお世話になっている

方々が沢山おられますが、今後とも親睦と奉仕をも

とにロータリーを楽しんで、活動をご一緒できれば

と思います。本当に一年間ありがとうございました。 

これからもよろしくお願いいたします。 

 

かのや東ロータリークラブ 

会長 宮田正広さん 

皆さんこんにちは。 かのや

東ロータリークラブ、宮田で

ございます。右田会長がちょ

っと硬かったので、少し柔ら

かくお話をさせてもらえればなと思います。まずは

鹿屋西ロータリークラブの皆様にお礼を申し上げ

たいと思います。  

2月1日に開催しましたインターシティミーティ

ング（IM）。なぜか私が実行委員長だったんですが、

事前準備から当日まで、鹿屋西ロータリークラブの

方にはたくさんのお手伝いをいただきまして、あり

がとうございました。それと 3 月 28 日の 3RC（鹿

屋・鹿屋西・かのや東）合同観桜会。 

実は言い出しっぺは私なんです。 

「合同例会を行いましょう」「一回、観桜会を合同

でやってみたら」・・・と。 14 年ロータリークラブ

に入っていますが、たぶん今まで合同で観桜会はし

たことが無いので、不評でもやってみようかという

ことで、さつき苑で開催させていただきました。  

その折には、準備から片付け等々。西ロータリーク

ラブの皆様にはお世話になりました。  

実はご存知の方もいらっしゃると思いますが、その

近くまで入院しておりまして、何もできず、ただ言



い出しただけで、本当にありがとうございました。 

本日はお礼参りということで、こちらの方に参加さ

せていただいております。  

私はロータリークラブに入りまして 14 年目にな

りますが、初めて他のクラブにビジターとして参加

しました。先日の鹿屋ロータリークラブ、そして今

日の西ロータリークラブ、非常に新鮮です。 

今までコロナ禍とかいろいろありまして、他クラブ

にメーキャップ等に行く機会が少なくなっていま

したが、ぜひ皆さんも機会があったら近くのクラブ

からで良いので、ビジターとしてメーキャップして

いただければなと思います。新鮮だし、すごく勉強

になります。おすすめします。 

私は 41 代の東ロータリーの会長です。実はサラ

リーマン会長なんです。あと一回、今度の木曜日で

例会が終わるのですが、どこよりも例会が多いです。 

4×12＝48 回。5 週の時はなんで 5 週しないんだ

と先輩方が言われまして、やっと私の年度に 5 週あ

る月は週休みしましょうと、初めて 1 回休会になっ

たのですが、48 回会長の時間がありまして話をす

るのですが、私たちのクラブは原稿がないので、会

長の時間はこれが一番楽だったなと思っています。 

この原稿が嫌で、会長の時間にしゃべるのが嫌で、

会長にならない方もいらっしゃったりするので、そ

の辺が敬遠されているのかなと思ったりもします

が、まぁ私みたいなサラリーマンでも会長ができる

んだという事が少しでも会員の皆様に周知できた

ら、分かっていただけたら良かったのかなと思って

おります。 

あまり長いと、また長いと言われますので、これ

くらいで皆様にお礼を込めて、ご挨拶をさせていた

だきたいと思います。本日は本当にありがとうござ

います。 

 

 

  志村正子さん 

 「一年を振り返って」 

 今年度のクラブでの所属と

役割は、職業奉仕委員会と公

共イメージの会報・雑誌委員

会でした。地区では、ポリオ

プラス・ロータリーカード委員会委員を委嘱され

ていました。 

 職業奉仕委員として行ったことは、家庭集会で

の座元を務めたことでした。 

近年は自宅でなくお店を使ってもよくなっていた

ので、ハードルが高くなく、場所はこだわり館に

させていただきました。高須海岸清掃の日は申し

訳なく残念でしたが、予定が立てこんでいて欠席

させていただきました。 

 会報・雑誌委員会での役割は、週報の右上に乗

せる写真を提供することと、例会内容を速やかに

ＨＰに掲載することですが、ＨＰ掲載の方は事務

局の新山田さんが例年通りやってくださいまし

た。週報用の写真の方は月ごとに身近で撮影した

写真を事務局に送って使ってもらっていました。 

 ポリオプラス・ロータリーカード委員会委員と

して期待されていた役割は、地区大会二日目の講

演会のお世話とポリオの募金でした。 

延岡での地区大会に参加し、ポリオの募金のあと

講演会の打ち合わせから、お世話、懇親会でのお

話などをいたしました。講演会は、10 月 19 日エ

ンシティホテル延岡で行われ、講師は福井大学教

授、友田明美先生、演題は「みんなで育児を支え

る社会に」でした。友田先生のご研究に基いた、

児童虐待による脳の発達への影響や、適正環境に

置くことによる脳の発達の回復、社会的支援の必

要等のお話が聴けました。 

  また、お勧めや依頼によるロータリーの友やガ

バナー月信への掲載もありました。ロータリーの

友 2025 年８月号の表紙絵に拙作「マリン・パラ

ダイス」が採用されました。前年度鶴丸会長にお

勧め頂いて応募したものでした。 

ガバナー月信 2025 年 11 月号には、社会奉仕委員

会便りの原稿依頼を受けて「ロータリー雑感」と

題する写真を含めて 1 ページの原稿を寄せまし

た。東日本大震災後の、なでしこ委員会委員とし

ての被災地訪問の記憶などを綴りました。 

 この 6 月 13 日から 16 日にかけては、国際大会

に合わせて台湾訪問をしてきました。他の方から

詳しい報告があると思いますが、グローバル補助

金の事業で図書館の更新と識字教育計画を実施し

た桃園市三和小学校も訪問してきました。 

姉妹クラブである龍潭クラブに大歓迎を頂き、思

い出深い訪問となりました。 以上、今年度のロ

ータリーでの活動を振り返りました。 

 

 

財団・米山委員長 

深水嘉寿さん 

 「一年を振り返って」 

皆さん、こんにちは、ロー

タリー財団・米山記念奨学委

員会の委員長の深水です。 



一年を振り返って卓話をさせていただきます。 

 まず、ロータリー財団への皆様方からのご寄付

に対して、心から感謝申し上げます。 

目標金額には達しませんでしたが、皆様方のご寄

付は、財務的効率の良い方法で、世界や地域の慈

善事業に使われます。それは、ロータリー財団の

基本的な３つのプログラムである●ポリオプラス

プログラム●補助金プログラム●ロータリー平和

センタープログラムに使われます。 

補助金プログラムでは、次年度も平和の花束事業

へ鹿屋西ロータリークラブも活用させてもらって

います。また、ロータリー財団では、個人やクラ

ブからのご寄付に対して感謝の気持ちを表すため

に様々な認証プログラムをご用意しております。

●財団の友●ベネファクター●ポール・ハリス・

フェロー●マルチプル・ポール・ハリス・フェロ

ー●ベネファクターなど基本方針及び実施計画書

の17～19ページあたりに載っております。 

次年度も引き続きロータリー財団への、ご協力よ

ろしくお願いします。 

続きまして、米山記念奨学委員会では、日本ロ

ータリーの創始者・米山梅吉さんの卓話をして、

二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、平和日

本を世界に伝え、国際親善と世界平和に寄与した

いという思いで、海外から優秀な学生を日本に招

き、勉学を支援する奨学金事業である米山記念奨

学を説明しました。 

目標金額には達しませんでしたが、皆様方からの

ご寄付に対して、心から感謝申し上げます。 

米山記念奨学会でも、功労者表彰があります。 

基本方針及び実施計画書の20～21ページに載って

おります。 

●個人の表彰 

準米山功労者：累計額3万円 

米山功労者（第1回）：累計額10万円 

（感謝状【青色】） 

米山功労者 マルチプル：累計額20万円以上 

（感謝状【銅色】） 

米山功労者 メジャードナー：累計額100万円以上

（感謝状【金色】＋ピンバッジ） 

累計額400万円以上：クリスタルの盾が贈呈される 

●法人の表彰 

準米山功労法人：累計額5万円以上 

米山功労法人：累計額50万円（感謝状） 

米山特別功労法人：累計額100万円以上 

（感謝状または盾） 

●クラブの表彰 

米山功労クラブ：累計額100万円ごとに感謝状 

達成クラブ：累計額1000万円ごとに額付き感謝状 

来年度は、財団の認証プログラムや米山の功労者

表彰を目指してご寄付をよろしくお願いいたしま

す。一年間、ありがとうございました。 

これで卓話を終わります。 

 

 

梅北 健一さん 

奉仕プロジェクト委員会1年間を振り返って‼ 

皆さんこんにちは。 

本年度、奉仕プロジェクト

委員長を仰せつかりました

梅北です。1年を振り返り、

皆さんのご協力に大変感謝

申し上げます。 

年度当初、本年度の基本方針である「良いことの

ために広げよう、楽しもうローターリー」を胸に

私は楽しむことができましたが皆さんはいかがだ

ったでしょうか？ 

奉仕プロジェクト委員会では 

「職業奉仕委員会」・「社会奉仕委員会」・

「国際奉仕委員会」・「青少年奉仕委員会」の 

4つの委員会に分かれております。 

入会間もない方はどの委員会がどのような奉仕活

動をされているかわからないと思います。 

＊職業奉仕委員会では峯﨑委員長の下、委員会全

員で鹿屋海上自衛隊での職場訪問例会や職業奉仕

による外部卓話・社会奉仕委員会と協力し家庭集

会の実施や相模原南RC50・55周年事業への参加協

力を実施いただきました。鹿屋西RCから14名の方

が出席させていただきました。 

＊社会奉仕委員会では遠矢委員長の下、委員会全

員でいのちの電話カードの配布や職業奉仕委員会

と協力し家庭集会やロータリー奉仕プロジェクト

である高須海岸清掃を実施していただきました。

海岸清掃では異例のゴミをまとめて燃やし皆さん

のご協力でとてもきれいになったと思います。 

＊青少年奉仕委員会では早川委員長の下、委員会

全員で平和の花束作文コンクールや鹿屋市青少年

育成市民が届けるサマーベースキャンプ・社会奉

仕委員会と協力し海岸清掃へ多くの高校生が参加

いただきました。ありがとうございました。 

ご紹介しました3奉仕委員会では各委員長の指揮の

下、的確に目標達成に向け私は何も心配すること

もなく、また何もすること無く、事業実施できた



ことを大変誇りに思いました。本当にありがとう

ございました。 

＊つづきまして、国際奉仕委員会では委員会全員

で平和の派遣プロジェクトの支援や在留外国人卓

話の実施しスピーチコンテスト優秀者が経営する

飲食店で交流会しご家族も紹介いただきました。 

今月開催されました国際大会で台湾へ当クラブよ

り26名・串良ＲＣより会長、幹事2名、合計28名で

参加してきました。 

台湾では龍潭ＲＣより暖かいお出迎えの下、盛大

に歓迎され前回同様酔い潰れてしまいました。 

また龍潭ＲＣとのグローバル補助金プロジェクト

でロータリー財団委員長の北山さんのご尽力の

下、三和小学校の図書館を見学させていただきま

した。 

きれいな図書館が完成しとても感動しました。 

図書館では一人ひとりボールに三和小学校への想

いと名前を書き壺に入れてきました。写真や動画

等でご紹介したいところですがまた機会がござい

ましたら紹介させていただきたいと思います。 

いろいろ至らない点もあったと思いますが大変貴

重な経験をさせていただき本当にありがとうござ

いました。 ご清聴ありがとうございました。 

 
 

◆スマイル報告             〈 6 件 〉 

〇西 RC の皆様方、一年間いろいろとありがとうござ

いました。感謝です。久木田さん、これからも三田

会よろしくです。……………… 右田会長(鹿屋 RC) 

〇鹿屋西ロータリークラブの皆様、IM、合同観桜会は

大変お世話になりました。〝感謝〟…………………

……………………………… 宮田会長(かのや東 RC) 

〇右田会長、宮田会長、本日はありがとうございまし

た。所用により早退させていただきます。…………

………………………………………………… 上谷田 

〇右田会長、宮田会長、ようこそ鹿屋西 RC へ。是非

楽しんで下さい。所用により早退いたします。……

…………………………………………………… 中原 

〇右田会長、宮田会長、本日は西ロータリークラブへ

ようこそお越し頂きありがとうございました。……

………………………………………………… 久木田 

〇右田会長、宮田会長、本日はありがとうございまし

た。今後ともよろしくお願いします。…… 西ノ原 

〇本日のニコニコ BOX スマイルは 5,336 円です。 

本日計   9,000 円        累計(一般) 348,100 円 

（財団）132,679 円   （米山）125,322 円 

＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

 

 

 
 

140 の国・地域から 38,000 人以上が集った台北 

での国際大会は、感動的な講演や文化交流、行動 

への呼びかけを通じて、希望と友情、そして未来 

への決意を分かちあう場となりました 

台北で開催されたロータリー国際大会は、6 月 17 日

の閉会式で、歌手のレオナ・ルイスさんが、不屈の精

神を歌った曲「Fire Under My Feet」を含む感動的な

パフォーマンスを披露し、盛況のうちに幕を閉じまし

た。会場の外では、数百人のロータリーボランティア

が歓声や祝福とともに帰路につく参加者を送り出し、

台北の温かいおもてなしが存分に発揮されました。多

くの人が立ち止まって写真を撮ったり別れを告げた

りして、それぞれの帰路につきました。 

4 日間にわたる大会には 140 の国・地域から 38,000

人以上が参加し、近年でも最大規模の大会の一つとな

りました。「今年、私は『よいことのために団結する』

ことについて繰り返し語ってきました」と、イタリア

のラグーザ・ロータリークラブ所属のフランチェス

コ・アレッツォ RI 会長は述べました。「この数日間、

私たちはその意味を実感しました。ロータリーは出会

いの場です。見知らぬ人同士が友人となり、友情が信

頼へと変わり、その信頼が行動へとつながる場所なの

です」 
 

講演者がもらたすインスピレーション 

本大会では、史上最年少のノーベル平和賞受賞者であ

り、女子教育の力強い提唱者であるマララ・ユスフザ

イさんを筆頭に、素晴らしい講演者たちが登壇しまし

た。父親がロータリー会員だったユスフザイさんは、

10 代になる前からパキスタンで教育支援活動を始め

ていました。15 歳のとき、彼女の活動を封じようとす

るタリバンの襲撃に遭いましたが、一命を取り留めま

した。英国での数カ月にわたる手術とリハビリを経て、

世界中の女子教育のための活動を継続するためマラ

ラ基金を共同設立し、2014 年、17 歳のときに、教育

と平等の推進に向けた取り組みが評価され、ノーベル

平和賞を受賞しました。2020 年にはオックスフォー

ド大学を卒業し、哲学・政治学・経済学の学位を取得

しました。「私は 11 歳のときに教育キャンペーンを始

めました」と、ユスフザイさんは 6 月 16 日の第 2 回

本会議で述べました。「当初、女子の教育の権利を求

めて声を上げていたのは私と父だけでした。しかし、

私たちに寄り添ってくれた人びとや、私たちの共同の

取り組みが希望を与えてくれました」 

進展を認めつつ、世界では依然として約 1 億 2,000 万

人の女児が学校に通えていない現状を指摘し、彼女た

ちがリーダーシップを発揮できるよう支援しようと

会場の出席者に呼びかけました。「少女たちは問題を

最もよく理解しており、解決策もよく理解しているの

です」とユスフザイさんは述べました。 

週報担当： 志村 

ロータリー国際大会が希望と 

行動への呼びかけとともに閉幕 

 


